
振り返り

単元全体の振り返り
❶対話の中で振り返る

単元全体の振り返り
❷自分の言葉で表現する

活動を語るための言葉を耕す 活動をまとめ、自分の成長を実感する
自分の活動をさまざまな対話の中で振り返ることで、言語化につなげます。 対話したことをもとに、多様な表現で活動をまとめることで、自分の成長を実感します。
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こんなとき、こう使う

●単元の振り返りとして、活動の履歴を自
分の言葉でまとめるときの参考にする。

●教科書の例を参考に、教師がねらいに
あった表現形式を選ぶ。

こんなとき、こう使う

●児童が振り返るときに、
視点のヒントとして参考
にすることで、自分や友
達の成長に気付く。

みずが　かかったけど、
たのしかったよね。

そうだね。あつい　ひは、
みずが　きもちいいね。

みずの　つぶに
さわれるよ。

みて。
あじさいが　きらきら　
ひかって　いる。

そっと　ふくと
おおきく　なるよ。

あめが、
あがったね。

ぱしゃぱしゃ

いつもと　ちがう
においが　する。

とんぼも　あまやどり　
して　いるのかな。

なつを　みつけたり、なつあそびを　したり　して、 
かんじた　ことや　かんがえた　ことは、なにかな。 
もっと　やって　みたい　ことは、なんだろう。

いまの　あなたの　
きもちを　かこう。

これまでに　した　ことを
おもいだそう。　

家庭や日常生活の中で感じられる季節感について、
児童といっしょに話してみてください。

児童だけで川や海などの水辺に
近づくことがないよう、
ご留意ください。50 51

　単元の最後には、「たのしい まいにちに つな
げよう」を設けました。単元で学んだことを、
日常生活で生かし、生活を豊かにするための
ヒントを提示しています。

　単元の活動を補充したり差し替えたりして
活用できるコラムです。雪や氷を使った遊び、
哺乳類・鳥類の飼育、幼保小の交流会など、地
域や学校の実態に応じて活動に取り入れるこ
とが可能です。

もっと やってみよう
注 目

たのしい まいにちに 
つなげよう

注 目
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た
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ね
。

最
後
は
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く
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ん

し
ゃ
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ん
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を
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し
て
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ね
。

し
ゃ
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幼
稚
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し
た
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が
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た
く
さ
ん
発
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が
あ
っ
た
ね
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ゆ
い
さ
ん
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、

し
ゃ
ぼ
ん
玉
名
人
だ
ね
。

秋
に
は
、ど
ん
な
遊
び
が
で
き
る
か
な
。


